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３．事後評価結果 

 

〇評点 

 

  Ａ 期待通りの成果が得られている 

 

 

〇総合評価コメント 

 

 本研究は、系統連系インバータと蓄電池を含む送配電系を安定かつ効率よく制御する方策について、理論考

察から実験検証までを行うことを目指し、数理科学的な観点から DQ(Direct-Quadrature)変換・単相補償器・

DQ 逆変換からなる従来のインバータ制御方策に等価な線形補償器の表現を理論的に求めることによって DQ 変

換を介することなく補償器を設計する新しい方法を提案した。制御・情報・物理の知識を活用して構築した個々

の制御理論の完成度は高いと評価できる。特に、連系点の電圧が瞬時低下、位相急変、周波数急変する等の系

統擾乱が発生した場合でも系統連系インバータが停止せず運転継続するために DQ 変換を介さない電流制御補

償器を開発し、運転継続を可能にしたことは高く評価できる。今後、異分野の研究者との連携による技術と理

論の発展に期待したい。 

 


